
第
五
十
条
の
四
第
五

項

政
令

厚
生
労
働
省
令

第
五
十
条
の
四
第
六

項

こ
の
法
律
、
個
別
法

機
構
法

第
五
十
条
の
六
、
第

五
十
条
の
七
第
一

項
、
第
五
十
条
の
八

第
三
項
及
び
第
五
十

条
の
九

政
令

厚
生
労
働
省
令

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

（
財
務
大
臣
と
の
協
議
）

第
四
十
四
条

厚
生
労
働
大
臣
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
財
務
大
臣
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
中
期
目
標
を
定
め
、
又
は
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

二

第
二
十
八
条
第
一
項
、
第
三
十
六
条
第
一
項
た
だ
し
書
、
第
二
項
た
だ
し
書
、
第
四
項
、
第
五
項
若
し
く
は
第

八
項
、
第
三
十
八
条
又
は
前
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
独
立
行
政
法
人
通
則
法
第
四
十
八
条
の
規
定
に

よ
る
認
可
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

三

第
三
十
四
条
第
三
項
又
は
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

四

前
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
独
立
行
政
法
人
通
則
法
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
、
第
二
項
又
は
第
三

項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

五

前
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
独
立
行
政
法
人
通
則
法
第
四
十
七
条
第
一
号
又
は
第
二
号
の
規
定
に
よ

る
指
定
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

（
財
政
上
の
配
慮
）

第
四
十
五
条

国
は
、
機
構
の
業
務
の
特
性
に
鑑
み
、
機
構
に
お
け
る
研
究
開
発
の
進
捗
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
機
構

の
研
究
開
発
を
行
う
能
力
の
強
化
並
び
に
そ
の
研
究
開
発
の
効
果
的
な
推
進
及
び
そ
の
成
果
の
普
及
を
図
る
た
め
、

必
要
な
財
政
上
の
配
慮
を
す
る
も
の
と
す
る
。

（
他
の
法
令
の
準
用
）

第
四
十
六
条

医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
法
令
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
機
構
を
国
と
み
な
し
て
、
こ
れ
ら
の
法
令
を
準
用
す
る
。

（
解
散
）

第
四
十
七
条

機
構
の
解
散
に
つ
い
て
は
、
別
に
法
律
で
定
め
る
。

第
八
章

罰
則

第
四
十
八
条

第
二
十
一
条
の
規
定
に
違
反
し
て
秘
密
を
漏
ら
し
、
又
は
盗
用
し
た
者
は
、
一
年
以
下
の
拘
禁
刑
又
は

五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
四
十
九
条

第
四
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
、
又
は
同
項
の
規
定

に
よ
る
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
た
場
合
に
は
、そ
の
違
反
行
為
を
し
た
機
構
の
役
員
又
は
職
員
は
、

二
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
五
十
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
機
構
の
役
員
は
、
二
十
万
円
以

下
の
過
料
に
処
す
る
。

一

こ
の
法
律
（
第
四
十
三
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
独
立
行
政
法
人
通
則
法
の
規
定
を
含
む
。
次
号
に

お
い
て
同
じ
。）の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
の
認
可
又
は
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
お
い
て
、

そ
の
認
可
又
は
承
認
を
受
け
な
か
っ
た
と
き
。

二

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
に
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
届
出
を
せ

ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
と
き
。

三

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
公
表
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
公
表
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の

公
表
を
し
た
と
き
。

四

第
十
条
第
五
項
若
し
く
は
第
六
項
又
は
第
四
十
三
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
独
立
行
政
法
人
通
則
法

第
三
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
を
妨
げ
た
と
き
。

五

第
二
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
十
五
条
に
規
定
す
る
業
務
以
外
の
業
務
を
行
っ
た
と
き
。

六

第
二
十
八
条
第
三
項
、
第
三
十
条
第
九
項
、
第
四
十
条
又
は
第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と

き
。

七

第
三
十
条
第
三
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
書
の
提
出
を
せ
ず
、
又
は
報
告
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
を

記
載
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
記
載
を
し
て
報
告
書
を
提
出
し
た
と
き
。

八

第
三
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
違
反
し
て
財
務
諸
表
、
事
業
報
告
書
、
決
算
報
告
書
、
監
査
報
告
又
は
会
計
監

査
報
告
を
備
え
置
か
ず
、
又
は
閲
覧
に
供
し
な
か
っ
た
と
き
。

九

第
四
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
独
立
行
政
法
人
通
則
法
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
令
に
違
反
し
て
登

記
す
る
こ
と
を
怠
っ
た
と
き
。

十

第
四
十
三
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
独
立
行
政
法
人
通
則
法
第
四
十
七
条
の
規
定
に
違
反
し
て
業
務

上
の
余
裕
金
を
運
用
し
た
と
き
。

十
一

第
四
十
三
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
独
立
行
政
法
人
通
則
法
第
五
十
条
の
八
第
三
項
の
規
定
に
よ

る
報
告
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
と
き
。

２

機
構
の
子
法
人
の
役
員
が
第
十
条
第
七
項
又
は
第
四
十
三
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
独
立
行
政
法
人
通

則
法
第
三
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
を
妨
げ
た
と
き
は
、
二
十
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

第
五
十
一
条

第
五
条
の
規
定
に
違
反
し
た
者
は
、
十
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行

す
る
。
た
だ
し
、
次
条
か
ら
附
則
第
四
条
ま
で
並
び
に
附
則
第
十
二
条
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
十
六
条
第
四
項
及

び
第
五
項
、
第
十
七
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
二
十
六
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
理
事
長
等
と
な
る
べ
き
者
の
指
名
等
）

第
二
条

厚
生
労
働
大
臣
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。）前
に
機
構
の
理
事
長
と
な
る
べ

き
者
及
び
監
事
と
な
る
べ
き
者
を
指
名
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
指
名
さ
れ
た
理
事
長
と
な
る
べ
き
者
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
機
構
の
副
理
事

長
と
な
る
べ
き
者
及
び
理
事
と
な
る
べ
き
者
を
指
名
す
る
。

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
名
さ
れ
た
理
事
長
、
副
理
事
長
、
理
事
又
は
監
事
と
な
る
べ
き
者
は
、
機
構
の
成
立
の

時
に
お
い
て
、
第
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
理
事
長
、
副
理
事
長
、
理
事
又
は
監
事

に
任
命
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

４

第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
理
事
長
と
な

る
べ
き
者
と
し
て
よ
り
適
切
と
認
め
る
者
を
任
命
す
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に

よ
り
機
構
の
成
立
の
時
に
お
い
て
任
命
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
る
理
事
長
の
任
期
を
、
任
命
の
日
か
ら
、
中
期
目
標
の

期
間
の
初
日
か
ら
三
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
設
立
委
員
等
）

第
三
条

厚
生
労
働
大
臣
は
、
設
立
委
員
を
命
じ
て
、
機
構
の
設
立
に
関
す
る
事
務
を
処
理
さ
せ
る
。

２

設
立
委
員
は
、
業
務
方
法
書
、
制
裁
規
程
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
規
則
を
作
成
し
、
厚
生
労
働
大
臣
の

認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
り
し
た
厚
生
労
働
大
臣
の
認
可
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
施
行
日
に
お

い
て
、
第
二
十
二
条
第
一
項
、
第
二
十
六
条
第
一
項
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
規
定
に
よ
り
し
た
厚
生
労
働

大
臣
の
認
可
と
み
な
す
。

４

設
立
委
員
は
、
機
構
の
設
立
の
準
備
を
完
了
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
る

と
と
も
に
、
そ
の
事
務
を
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
名
さ
れ
た
理
事
長
と
な
る
べ
き
者
に
引
き
継
が
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。


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